
令和３年度 主要事業計画及び令和２年度実施状況 資料１－１
（　所属　家庭・地域学びの課　）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

（生涯学習推進担当）

１ 生涯学習推進事業 (1)学習機会の提供
《公民館・交流センター》
　・公民館・交流センターが主催する一般講座、成人学校・教養講座の開
講
 ・「家庭の学び（親子学級）講座」、「地域の学び講座」、「フレイル予防講
座」の充実を図る。

(1)学習機会の提供
《公民館・交流センター》
・公民館・交流センターの利用者数は、新型コロナウイルス感染症による休
館（令和２月４月15日～５月15日）と感染症対策として収容人員の制限を設
けたこと等により令和２年度は、427,125人が利用し、前年度と比較して
50.7％減少した。
 ・成人学校では、感染症対策として３学期を２学期に縮小して実施、延べ
218講座、33,909人が受講し、学びの機会を提供した。また、夜間の講座
や、様々な学習形態に合わせ、１学期または２学期の短期間で完了する講
座も開講した。引き続き、学びやすい環境の整備に努める。
 ・公民館・交流センターが主催する学級・講座では、公民館同士の連携・
交流、企業との連携、地域住民が講師を務めるなど工夫をこらした講座開
講し、延べ1,150講座、14,954人が受講した。引き続き地域のニーズ、課題
に沿った講座の開催に努める。
・第2次生涯学習推進計画推進のため、公民館・交流センター29館で、「家
庭の学び（親子学級）講座」、「地域の学び講座」、「フレイル予防講座」を
実施した。

《生涯学習センター》
 ・主催講座（教えて常識塾、トイーゴセミナー、経済セミナー、フレイル予防
講座、地域人材育成講座、ディスコダンス講座、親子わくわくフェスタ）の開
講
 ・学会、各種総会等の場の提供
 ・市民及び企業の自主的学習講座の
   場の提供

《生涯学習センター》
・生涯学習センターの利用者数は、新型コロナウイルス感染症による休館
（令和２月４月15日～５月15日）と感染症対策として収容人員の制限等を設
けたこと等によりと令和２年度は46,755人が利用し、前年度と比較して
75.4％減少した。
・生涯学習センター主催の講座は、全21講座の延べ791人の受講者があ
り、要望の多かった戸外学習を実施し好評を博した。今後も市民の学習
ニーズに応じた講座の開設を図り、広く周知することにより、全市的な生涯
学習の拠点施設としての役割を果たしていく。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

(2)生涯学習情報の収集と提供
《公民館・交流センター》
学級・講座の市ホームページへの掲載や広報誌発行

(2)生涯学習情報の収集と提供
《公民館・交流センター》
　市ホームページに学級・講座案内や実施した学級・講座の紹介を掲載し
情報の更新を図った。
　また、市はオームページだけでなくSNSを活用し学級・講座案内を行っ
た。
 　紙面を工夫し、地域に添った情報や公民館・交流センターの事業紹介を
行った。

《生涯学習センター》
・市ＨＰへの掲載や広報誌の発行

《生涯学習センター》
　市ホームページに情報誌「まなびぃのページ」の情報を掲載した。
　市民への学習情報の提供のため、情報誌「まなびぃのページ」を年２回発
行した。

(3)学習指導者の養成
・長野市生涯学習リーダーバンクへの登録

(3)学習指導者の養成
・市内各地で指導可能な意欲ある多様な知識・経験を持つ市民にリーダー
として登録して貰い長野市生涯学習リーダーバンクを充実させる。登録者１
１３人（重複登録有）

(4)成人祝賀事業
 ・成人式の開催
　市立公民館・交流センターが地域の実情に合わせて計画、実施する。
　※８館（11地区）は合同で実施

(4)成人祝賀事業
 ・夏の成人式では１館（大岡）、冬の成人式では７館（芋井・七二会・信更・
戸隠・鬼無里・中条・安茂里（ライブ配信））が開催した。
 ※上記以外は、新型コロナウイルス感染症の影響により次年度へ延期し
た。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

(5)社会教育団体等育成
・社会教育団体への補助金交付
　目的：社会教育等の振興のため社会教育事業に要する経費に対し補助
金を交付
　

(5)社会教育団体育成
・教育委員会が適当と認める社会教育団体に対し、社会教育等に関する
事業に要する経費として補助金を交付した。

(6)子どもの読書活動推進
・おひざで絵本事業
　７～８か月児健康教室において、希望する絵本を贈呈

・子ども読書デーに合わせたイベント等の開催
　第三次長野市子ども読書活動推進計画に基づき、子ども読書デー（11月
3日）に合わせたイベント等を開催し、子どもの読書活動を推進する。
  　市政ラジオによる長野市子ども読書デーの普及、啓発。
  　親子わくわくフェスタ（市立図書館司書による推薦本の紹介パンフレット
配布。）

(6)子どもの読書活動推進
・おひざで絵本事業
　絵本の贈呈に加え、絵本の選び方や読み聞かせ方のアドバイスを行うこ
とで、絵本を通して子どもと関わりを持つことの大切さを保護者に啓発する
ことができた。
  　対象乳児 2,581人
  　絵本を配布した乳児 2,228人
  　配布率 86.3％

・子ども読書デーに合わせたイベント等の開催
　親子わくわくフェスタにおいて、市立図書館と共同で作成した「おすすめ
本紹介パンフレット」を配布した。また、市立図書館や公民館・交流セン
ターにおいて読み聞かせ会等を実施した。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

２ 公民館の指定管理者
制度導入及び交流セン
ターの導入

（１） 指定管理に移行した芋井公民館・信更公民館・若槻公民館・更北公
民館・吉田公民館・安茂里公民館・川中島町公民館・芹田公民館・長沼交
流センター・篠ノ井交流センターの指定管理者に対して、家庭・地域学び
の課の専門の職員（社会教育主事等）の助言指導の実施

（２） 試行的に交流センターに移行した４館(うち長沼交流センター指定管
理停止）の課題の把握

・芋井公民館・信更公民館・若槻公民館・更北公民館・吉田公民館・安茂
里公民館・川中島町公民館・芹田公民館・篠ノ井交流センターの指定管理
者に対して、モニタリング等を活用して事業実施への助言指導を実施し
た。
・交流センターに移行した３館について、利用状況や課題の把握を実施し
ているが、令和元年は、令和元年東日本台風による災害及び新型コロナウ
イルス感染症の影響による休館や利用者減少により、利用状況に関して
は、正確な課題把握ができていない。

（生涯学習施設･青少年
担当）
３ 公民館等施設整備
　事業

(1)公民館投資的工事
 ・鬼無里公民館移転改修工事
(2)長沼河川防災ステーション整備事業
 ・防犯対策工事
(3)（仮称）豊野防災交流センター整備事業
 ・基本設計業務委託
 ・地盤調査業務委託
 ・用地測量業務委託

・公民館の投資的工事については、大岡公民館 屋根改修工事、戸隠公民
館 屋根改修工事、戸隠公民館 空調改修工事、篠ノ井総合市民センター
建設事業（外構工事等）、中条総合市民センター建設事業を実施。予定し
ていた建設工事等、全てを実施した。
・市立公民館の老朽化が進み、改築、改修、修繕要望が増加し、財源の捻
出が課題となっている。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

４ 青少年対策 (1)  成人指導者の養成・地区派遣
　成人指導者研修会
　子ども会活動に関心と興味をもち、既に活動している方又はこれから活動
しようとする方を対象に開催。

 ・実施回数　５回
 ・実施場所　吉田公民館　大豆島公民館

＜主な研修内容＞
 ・指導者の任務、がん具等工作物の製作技術の習得と指導方法
 ・情報交換等研究と指導者・技術の習得と指導方法
 ・講話(育成指導に関わる情報や技術等)

　研修会参加者を市報、有線放送、関係他団体へのチラシ配布等で募集
した。
　また、工作の種類を増やすために研修会を４回開催した。
　地区への派遣を増やすため、単位PTAや補助金利用団体等へのチラシ
送付などＰＲ活動を行った。

 ・研修会参加者　延べ33名
 ・地区派遣　９件

(2) シニア・ジュニアリーダー養成・地区派遣
　長野市子ども会リーダー研修会
　小学４～６年生、中学生、高校生を対象に行っている。各地区子ども会の
指導的なリーダーを養成することを目的とする。

 ・実施回数　６回
 ・実施場所
　ふれあい福祉センター　４回
　青少年錬成センター　２回

　子ども会事業を行うために必要な会議の仕方・計画の立て方の講義、
KYT(危険予知トレーニング)などを学ぶ研修会を開催した。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、地区への派遣をしていないた
め、イベントへの協力で広報活動を行い、異年齢交流が円滑にできるレクリ
エーション等について指導を行い、地区での子ども会リーダーの育成を促
した。
　
 ・研修会参加者　延べ62名

(3) 青少年健全育成情報交換会
　各地区の青少年健全育成に関わる役員が活動状況・課題等について情
報交換を行い、地区活動の充実に努めるとともに、地域相互のつながりを
深める。

 ・実施期日　５月、11月
 ・実施場所　ふれあい福祉センター

　住民自治協議会の選択事務となっているため、全地区参加ではない。地
区の情報交換の場、課題等について話し合いの場となっているが、年々参
加者が減っており、開催周知・内容の検討が必要である。
 ・第１回　５月　新型コロナウイルス感染症の影響により中止
 ・第２回　11月28日（土）　28名参加
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

(4) 青少年健全育成審議会
　青少年健全育成に関しての企画や立案、政策の決定などの過程で、広く
市民の意見や専門的な知識を反映させるために設置。

 ・実施期日　７月、１月

　青少年健全育成事業、少年育成センター事業の概要を説明し、青少年
の健全育成・保護育成に関することについて審議した。

 ・第１回　令和２年10月15日（木）
 ・第２回　令和３年１月20日（水）

(5) 子どもキャンプの開催
　子どもたちが、豊かな自然の中での生活を通して、心身を鍛え、豊かな人
間性を育む機会を提供する。

 ・８月６日（金）　日帰りで実施

　28名の参加者で実施した。子どもたちは、担当班の役割を果たしながら、
普段と違った環境の中で集団生活を体験した。
　
 ・８月９日（日）　日帰りで実施

５ 青少年育成環境整備 (1) 青少年健全育成フェスティバル
  家庭・学校・地域が連携しながら、それぞれの役割を果たし、青少年の健
全育成を図ることを目的に、10月の「長野市青少年健全育成環境浄化強
調月間」に合わせて開催するもの。
　また、青少年健全育成作品コンクール作品受賞者の表彰を行う。

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により中止

(2) 青少年健全育成作品コンクール標語・作文・ポスターの募集
　児童・生徒から青少年の健全育成に係る標語・作文・ポスターを募集し、
優秀作品を公開、展示することにより、児童・生徒や広く一般市民の青少年
健全育成に対する意識を高める。
 ・健全育成部門
 ・家庭の日部門

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により中止
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

６ 少年育成センター
　運営

(1) 巡回指導活動
　不良行為少年の早期発見・指導はじめ、青少年の非行・被害を防止す
る。
　・中心街・地区巡回指導の実施
　・一日少年育成委員の巡回指導の実施
　・学校少年育成委員の巡回指導の実施
　・有害図書類取扱店舗等への立入調査

　コンビニエンスストア、書店、ビデオ（DVD）レンタル店等を巡回し、長野市
青少年保護育成条例の周知・徹底を図った。

　・延べ　188か所

(2) 少年相談活動
　本人や家庭、学校や地域等から寄せられる青少年の悩みや非行・被害、
生活上の問題などに関わる相談に対応する。
　・少年相談専門委員会
　小・中・高校から選出された７名の教諭で構成し、各校の生徒指導に資す
るため、事例研究を介して、生徒指導の在り方や方法、専門機関との連携
を踏まえた少年相談の研究を主に行う。
　・少年相談連絡会
　少年相談に関わる16の機関で構成し、相談者に対する指導・支援の具体
的なあり方や各機関の役割・機能について情報交換し、連携を図る。

　・電話・来所による相談　９件

　・委員会は年３回開催し、生徒指導事例を持ち寄って、意見交換や協議
を重ねたが、発表の機会である研修会などがコロナ禍で中止となったた
め、学校現場に十分還元できなかった。

　・年２回の連絡会と年１回の関係機関の視察・研修は、新型コロナウィルス
の影響により中止としたが、今後の活動に向けて、２月にそれぞれの機関
の活動、課題や次年度への要望についてアンケートを実施した。

(3)　広報・啓発活動
　市民の意識や関心を高めるために、関係諸機関・諸団体等と連携を図り
ながら実施する。
　・「育成センターだより」、「事業計画の概要と育成活動のあゆみ」の作成、
配布
　・出前講座
　ネット・ゲーム依存も含めて、ネットトラブル防止のため、小・中学校、
PTA、住民自治協議会などを対象とした出前講座利用促進のため、周知と
内容の充実を図る。

　・「育成センターだより」は、年３回（７月、11月、２月）、「事業計画の概要と
育成活動のあゆみ」は、６月に作成、配布した。
　・出前講座は、コロナ禍にあって、回数は24回と少なくなったが、小・中学
校に加え、特別支援学校、住民自治協議会や教員の研修会などを対象
に、幅広く実施することができた。

(4)　研修活動
　地域の青少年健全育成関係者による巡回指導活動などが、より適切に行
われるために実施する。
　・「巡回指導・環境浄化活動に関する研修会」
　・「生徒指導係・主事、学校少年育成委員合同研修会」

　少年育成センター主催の「巡回指導・環境浄化活動に関する研修会」、
長水校長会と共催の「生徒指導係・主事、学校少年育成委員合同研修会」
は、新型コロナウィルスの影響により中止とした。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

７ 青少年団体育成
　補助金

(1) 事業補助金
　青少年育成を目的にしている市内団体に対し、事業活動の補助金を交
付することにより、健全育成の側面から推進をお願いするもの。
　住民自治協議会への訪問を通じ、事業補助金の周知を図る。

 ・子どもわくわく体験事業補助金

　地区の子ども体験事業の実施に際して役割を果たしている。長野市全域
の育成会、住民自治協議会等で利用されることが理想であるが、地区育成
会等の役員が1年で交代になることが多く、補助金を知らないケースがある
ため、引き続きPR活動を行う必要がある。

 ・交付申請件数　20件　757,000円

８ 家庭教育力向上 (1) 家庭教育力向上事業
　長野市教育振興基本計画の「家庭の教育力向上」を目指す。
　小・中学校PTA組織による家庭教育研修会の実施に当たり、１校10,000
円の助成を行うもの。

　小・中学校PTA組織による家庭教育研修会を開催した６校に助成を行っ
た。助成金事業について知らないケースがあるため、長野市PTA連合会、
長野市校長会、教頭会での趣旨説明のほか、PR活動を行う必要がある。

 ・助成件数　６校60,000円

(2) 家庭教育力向上講座
　市立公民館において、親子を対象とした「親子学級」を実施する。

　親子学級を実施している市立公民館

 ・25館　実施回数181回
 ・参加者数　4,906人

(3) 家庭教育講座（乳幼児を持つ保護者向け）
　保健センターで実施される７～８ヶ月児健康教室において、啓発パンフ
レットを配布し、保健師が解説を加える（保健所健康課連携事業）。

　家庭教育講座

 ・市内８保健センターで実施　123回　1,906組

(4)「長野市大人と子どもの心得八か条」家庭用版を新小学１年生、新中学
１年生に配布する。
　また、学級内掲示用にA２判ポスターも作成し、教室内でも実践してもら
う。

 ４月の校長会で説明をし、新小・中学１年生へ配布した。配布に際しては、
家庭内の目につく場所に貼っていただき、実践していただくよう併せて依頼
した。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

９ 青少年錬成センタ
　ー管理運営・施設
　整備

　屋内、屋外での活動を通して、明るく、たくましい、心身ともに健全な青少
年の育成を図ることを目的に昭和57年４月開所。
　平成13年５月、小田切小学校閉校に伴い、後利用として錬成センター分
館として開所。

　開所から30年以上経過しており、施設の老朽化が課題である。令和２年
度は新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が大幅に減少してい
る。感染症対策を講じた上で、徐々に利用者確保に努めていく必要があ
る。
 
 ・令和２年度　利用者数　2,574人
　本館　2,482人
　分館　92人

10 少年科学センター
　管理運営・施設
　整備

　21世紀を担う子どもたちに、科学とそれに関連する基礎的な科学機器を
展示し、遊びの中に科学する芽を養い、潜在的興味を喚起する施設とし
て、昭和60年７月開館。令和３年度末の閉館に向けた準備を進めていく。

◆指定事業
 (1) 展示事業
◆自主事業
 (1)実験工作教室
 (2)サイエンスショー
 (3)幼児向け教室
 (4)映画上映
 (5)イベント・特別教室開催
 (6)アウトリーチ事業

　開館30年以上が経過しており、展示物の老朽化が課題である。
　展示物はオーダーメイドであり、高価なため、更新が進まないのが課題。
しかしながら、指定管理者が自主事業としてソフト事業の充実を図るなど工
夫して運営しており、例年10万人を超える入館者がある。

 ・令和２年度入館者数　40,482人
 ・令和２年度展示物更新件数　０件
 ・令和２年度展示物改修件数　０件
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（　所属　長野図書館　）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

１ 資料収集等 資料購入
・図 書 資 料　　      13,800冊
・視聴覚資料（CD・DVD）   200点
・新聞・雑誌

・令和２年度資料購入冊数
　15,422冊(うち視聴覚資料 168点）
・令和２年度末蔵書数
　684,578冊 (うち視聴覚資料10,672点）
・令和２度利用状況
　  貸出利用者数　158,469人
　　　　　　（前年度比 18,260人減）
　  貸出冊数 　 795,170冊
　　　　　　（前年度比 97,612冊減）

２ 障害者ライブラ
   リー

・視覚障害者等に録音図書､点字図書の貸出
・録音図書､点字図書の制作
・サピエ（視覚障害者等のための点字・録音図書の情報ネットワー
ク）への点字図書（データ）、デイジー図書（目録）の登録及び利
用の促進
・対面朗読

・障害者ライブラリーについて、平成22年に点字・録音図書をサピ
エ（視覚障害者のための情報ネットワーク）へ登録し、全国の図書
館・利用者に貸出した。
・録音・点字図書制作　92タイトル
・対面朗読　66回
・令和元年度末蔵書数　4,391タイトル
・貸出し利用者数　　　2,576人
・貸出タイトル数　　　4,409タイトル
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

３ 行事・催し物等 (1) おはなし会（絵本の読み聞かせ､紙芝居､折り紙等）
　　　毎週水曜日　午後3時～3時30分
　　　毎週土曜日　午後2時30分～3時
　　　毎週日曜日　午前11時～11時30分
(2) お楽しみ会（人形劇、絵本の読みがたり、パネルシアター、工
作等）
　　　 7月　七夕お楽しみ会
　　　10月　おはなしカーニバル
      12月　クリスマスお楽しみ会
　　　 2月　節分お楽しみ会
　　　 3月　魯桃桜お楽しみ会
(3) 除籍本雑誌等リサイクル市
(4) 映画上映会の開催（毎月第２・第４土曜日）
(5) 読みがたりボランティア養成講座(全５回シリーズ）

・おはなし会を45回開催し、338人の参加があった。
・お楽しみ会等を3回開催し、94人の参加があった。
・読書感想画展（中止）
・除籍本雑誌等のリサイクル市を開催し、235人の参加があった。
（長野）
・映画上映会（中止）
・読みがたりボランティア養成講座（４回シリーズ）を開催し、9人
が受講した。

４ 図書館協議会 図書館法第14条第１項の規定を受け、長野市立図書館条例第６条に
より設置。年２回開催（７月、２月）（主務：南部）

・図書館協議会を年２回開催した。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

 ５　その他 (1)蔵書点検整理・館内整理：6月2日～14日・毎月１回　図書整理
(2)レファレンス事例の公開
　　国立国会図書館が運営する協同データベース事業へレファレン
ス事例の登録を継続して行い、利用の拡大を図る。
(3)音楽配信
 　インターネットの配信サイト(ナクソスミュージックライブラ
リー)を利用
 　ID/パスワードの貸出
(4)国立国会図書館デジタル化資料及び信濃毎日新聞データベースの
閲覧・複写サービス
　国立国会図書館デジタルコレクションのうち絶版等の理由で入手
困難な資
　料及び信濃毎日新聞データベースを館内の端末で閲覧・複写
(5)青少年向け、高齢者向け、今月のテーマ本等の企画展示

・国立国会図書館レファレンス協同データベース登録数929
・青少年向け企画展示３回、高齢者向け企画展示３回（長野）

(6)図書館資料の広域貸出
　　長野地域連携中枢都市圏内７市町村との相互利用
(7)「調べ方案内（ﾊﾟｽﾌｧｲﾝﾀﾞｰ）」の発行
　　年間２～４回程度を予定
(8)職業体験実習等の受入れ
(9)学校図書館への支援
(10)図書館職員おすすめ本の紹介
(11)広報活動
　　館報「魯桃桜」、子供向け館報「ふれあい」を毎月発行
　　ホームページ等による情報発信

・長野地域連携中枢都市圏内７市町村の登録者数1,617人、利用者数
5,415人、貸出冊数26,811冊あり、図書館資料の有効活用と利用者の
利便性を図った。
・調べ方案内（パスファインダー）は合計59テーマになった。（長
野）
・職場体験、社会見学、インターンシップ（受入中止）
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（　所属　南部図書館　） 

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

（南部図書館） ・新型コロナウィルス感染症対策として、4/16～5/24まで臨時休館
（5/18～24は臨時窓口を設置し予約本のみ貸出）、5/25以降一部
サービスを制限し開館。

１ 資料収集等 ・資料購入
 図書資料 14,000冊
  （本館、移動、分室、市民文庫）
 新聞、雑誌

・資料購入冊数 17,062冊
・蔵書数（当該年度末現在）385,561冊
・利用状況
 (1) 貸出利用者数 129,695人
　　　（前年度比 13,345人減）
 (2) 貸出冊数 620,921冊
　　　（前年度比 56,827冊減）

２ 移動図書館等 ・移動図書館 ３台の移動図書館車により、市内92箇所を20コースに
分けて巡回・貸出
・分室 28分室(市立公民館・交流センター)へ随時配本
・市民文庫 市内32箇所の福祉施設や地域文庫等を２か月に一度巡
回・貸出

・移動図書館 開設場所や開設時間の変更等を必要に応じ実施した。
・市民文庫 相手方施設等の要望などを踏まえ、巡回場所の見直しを
随時実施した。
※貸出利用者数及び貸出冊数は、上記利用状況に含まれる。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

３ 行事、催し物 ・おはなし会の開催
 (1)あかちゃんのおはなし会　第一水曜日 13:30～14:00
 (2)おはなし会（幼児～小学校低学年対象）第二・第四水曜日
16:10～16:40
 (3)おはなし会（１歳～３歳児対象）第三水曜日・第五水曜日
11:00～11:30
・こども会等の開催
 (4)たんぽぽこども会　 ５月
 (5)夏休みこども会　　 ７月
 (6)南部図書館まつり　 10月
 (7)クリスマスこども会 12月
・読み聞かせ講座（初心者講座、中級講座）の開催
 (8)初心者講座　 １月
 (9)中級講座　　 ２月

・各行事、催し物の参加者数等
 (1)あかちゃんのおはなし会
　　９回、親・子計391人参加
 (2)、(3)おはなし会
　　31回、親・子計386人参加
 (4)たんぽぽこども会 コロナのため中止
 (5)夏休みこども会　　　 54人
 (6)南部図書館まつり　2,445人
 (7)クリスマスこども会 　81人

 (8)初心者講座 25人
 (9)中級講座　 14人

４ 図書館協議会 ・図書館法第14条第１項の規定を受け、長野市立図書館条例第６条
により設置。年２回開催（例年７月及び２月）。

・令和２年７月17日及び令和３年２月19日に開催。令和元年度事業
の報告や、令和２年度事業の計画などに意見をいただいた。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

５ その他 (1) 蔵書点検整理・図書整理

(2) 青少年・高齢者向け等の企画展
(3) 図書館ボランティアの受入
(4) 職業体験・インターンシップの受入
(5) 学校図書館への支援
(6) 学習室の開放

(7) 長野地域連携中枢都市圏内７市町村との相互利用
(8) 図書館利用促進のための広報活動

(1) 蔵書点検整理は、コロナによる臨時休館（４/16～５/17）に合
わせ実施。図書整理は各月末の平日に実施
(2) 各月ごとテーマを定め実施
(3) 14名により活動
(4) ４機関（校）から計７名受入
(5) 団体扱いで、延べ34校に431冊を貸出
(6) 土・日、祝日、夏休等学校の長期休業に合わせ実施。なおコロ
ナによる臨時休館期間中は開放を中止
(7) 登録者数、利用者数、利用冊数は、長野図書館の数値を参照
(8) 広報ながの、ホームページ、地域新聞等により実施
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（所属　文化財課）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

（文化財保護担当）

１ 文化財の整備 地域の歴史や文化を物語る代表的な文化財について、保存・活用の
ための整備等を計画的に進める。

○史跡松代城跡保存整備
・事業期間：平成27～令和8年度
・令和３年度事業（43,114千円）：外周園路工事の実施、木橋実施
設計等

〇史跡松代城跡保存整備に関しては、第２期整備計画に基づき、外
周園路工事の着手や木橋基本設計等を進めると共に、史跡周辺整備
についても協議調整を進めた。

〇大室古墳群保存整備事業
国史跡大室古墳群の古墳とそれを取り巻く環境を保全し、公開の場
として活用することを目的として史跡整備を実施する事業
・事業期間：平成９年度～平成25年度（エントランスゾーン）

            平成26年度～令和10年度予定（遺構復元整備ゾーン）

・令和３年度事業（14,259千円）：古墳１基の保存修理及び設計監
理業務委託、 整備専門家会議の開催、アクセス道路整備

〇遺構復元整備ゾーンにおいて、186号墳の樹木伐採と185号墳の実
施設計を行い、整備専門家会議は書面によるやり取りにて実施し
た。
〇アクセス道路整備は、地元の対策委員会と協力して地権者との個
別協議を実施し、９割を超える方の同意を得た。

２ 歴史的まちなみの
保存・活用

地域固有の歴史的まちなみなどの環境を保存し、まちづくりの中で
活用するための整備支援及び調査を進める。

○戸隠伝統的建造物群保存地区整備
・事業期間：平成29年～
・令和３年度事業（40,424千円）：修理事業補助１件

〇所有者が実施した建造物の修理事業に対し、補助金を交付した。
・令和２年度実績（42,616千円）：修理事業補助２件

○善光寺周辺伝統的建造物群保存予定地区調査
・事業期間：平成16年度～
・令和３年度事業（1,090千円）：保存予定地区調査、住民及び関係
機関との協議調整

〇善光寺周辺伝統的建造物群保存予定地区調査に関しては、引き続
き住民と関係機関等の調整を進める。

３ 文化財所有者への
支援

市内文化財の保存・活用を推進するため、補助金交付等により文化
財所有者などの保護活動を支援する。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

〇国宝善光寺本堂ほか保存活用計画・防災施設事業
・保存活用計画：令和２～３年度
・防災施設事業：令和２～５年度
○重要文化財真田信之霊屋ほか保存修理事業
・事業期間：令和２～４年度
○県戸隠神社奥社社叢保存活用計画策定事業
・事業期間：平成30～令和４年度
○指定文化財修復・復元補助金
○無形文化財保護補助金
○指定文化財環境整備事業等補助金
○文化財保護育成団体補助金

〇所有者が実施した保護活動等事業に対して指導・助言を行い、助
成した。
(令和２年度実績)
・善光寺関係　：2,701千円（2件）
・真田信之霊屋：3,780千円
・戸隠神社奥社：897千円
・修復・復元　：2,552千円（3件）
・無形文化財　：190千円（8件）
・環境整備　　：832千円（39件）
・保護育成団体：100千円（1件）

４ 文化財の保存・活
用

文化財保護法の改正（平成31年４月）に基づき、地域社会全体で文
化財の継承に取り組むため、文化財の保存及び活用に関する総合的
な計画を作成し、国に認定を申請する。

○「長野市文化財保存活用地域計画」の作成
・計画作成事業期間：令和３～５年度、令和６年度計画認定（予
定）
・既存調査の整理、現状追跡調査、追加調査、歴史ストーリーの作
成など
・総合把握調査した文化遺産や歴史ストーリーの情報発信など

〇「長野市文化財保存活用地域計画」の作成準備
・学芸員を中心とした検討ワーキンググループにより、計画作成に
向けた調査方法及びスケジュールなどを検討した。
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（所属　文化財課 埋蔵文化財センター）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

（調査担当）

１ 埋蔵文化財発掘
  調査受託事業

国・県の公共事業や民間宅地造成等の建設土木工事によって破壊さ
れる埋蔵文化財を対象とし、記録保存のための発掘調査を受託して
実施する事業
〇 発掘調査
・松代城下町跡（金融機関支店改築）４月
・田中沖遺跡（倉庫増設）５月
・清水原古墳群（農地基盤整備）７月～
・立石ヶ丘遺跡（大倉チェーン）８月～
〇 整理調査
・迎田遺跡（宅地造成）
・松代城下町跡（宅地造成）２件
・立町遺跡（マンション建設）
・徳間中島遺跡（宅地造成）

〇発掘調査８件（受託７・市施行１）、整理調査12件（受託７・市
施行５）を実施したほか、発掘調査報告書（第156～161集）６冊を
刊行し、１冊を増刷した。
〇発掘調査現場での現地説明会や見学会等の公開を目指している
が、安全確保や本体工事との調整等の課題があり、多くの現場で一
般公開は難しくなっている
〇現地公開が困難である場合には、発掘調査の進捗状況をＨＰやブ
ログ等のインターネットで公開するなど、新たな手法による公開を
始めており、概ね好評を得ている。

２ 埋蔵文化財発掘
　調査市施行事業

市が施行する建設土木工事によって破壊される埋蔵文化財を対象と
し、記録保存のための発掘調査を実施する事業
〇 発掘調査
・松原遺跡（薪引堰改修）６月
・財又諏訪社遺跡（財又橋）６月
・布施城跡（川中島幹線）８月～
・川田条里遺跡予備調査（若穂スマートIC）８月～
〇 整理調査
・御所遺跡・中御所居館跡（東口区画整理）
・長野遺跡群東町遺跡（県庁大門町線）
・宮崎遺跡（長原土地改良）

３ 埋蔵文化財分布
　調査

分布調査や現地踏査、各種開発事業に先立って試掘調査や工事立会
を実施し、以後の保護協議に供すると共に、遺跡地図の精度向上を
図る事業
〇開発行為等に係る試掘確認調査（市内各遺跡において随時実
施）、試掘調査、工事立会いを随時実施予定
〇遺跡地図情報システム（GIS）の整備充実（汎用GIS・公開GISを随
時更新、遺跡台帳の更新）

〇試掘調査23件、工事立会い86件を実施し、その成果に基づいて遺
跡地図情報システムのデータ更新を行った。
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

４ 普及公開事業 発掘調査成果の展示会や講座等を開催し、埋蔵文化財に関する市民
の認識と関心をより一層深めてもらうための事業
〇発掘調査速報展（発掘調査成果の即時公開を目的に、地域と連携
しながら実施）
〇常設展示・出張展示（博物館や公民館などの関連施設で展示協
力。事務室前に展示コーナーを開設）
〇発掘調査現地説明会（発掘調査現場の諸条件を鑑み、安全に配慮
しながら実施）
〇体験学習受入れ（小・中学校や市立長野高校との連携を深めなが
ら実施）
〇講師派遣・授業支援（学校、育成会、公民館、老人福祉施設等で
の講座へ随時派遣、原始・古代の歴史講座、勾玉作り教室、火おこ
し体験など）
〇インターネット（文化財データベースの公開、発掘調査情報など
ブログの更新）

〇公民館や学校等への講演会・体験教室への講師派遣は減少したも
のの、『絵画土器』について報道発表を行い、発掘調査速報展を２
年ぶりに開催した。
〇地域の歴史に対する市民の関心は高まっており、埋蔵文化財を活
用し効率よく継続的に普及公開事業を展開していくことが課題と
なっている。
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（所属　文化財課 松代文化施設等管理事務所）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

１ 常設展示事業 ○真田宝物館常設展：真田家の歴史と文化（年４回展示替え）
○象山記念館常設展：佐久間象山とその時代（年４回展示替え）
○真田邸・旧文武学校・旧横田家住宅の公開（有料施設）
○松代城跡・旧松代藩鐘楼の公開（無料施設）
○山寺常山邸・旧樋口家住宅・旧前島家住宅の公開（運営・管理委
託事業）
○寺町商家の公開（指定管理者による管理・運営）

〇10月1日に旧文武学校がリニュールオープンした。これまでの建物
見学を中心とする展示に加え、体験型の展示を導入した。また、整
備にともない、各種団体による活用事業も再開した。
〇４月16日～５月31日まで、新型コロナウィルス感染拡大防止措置
により全館休館した。開館後は、各施設コロナ対策を徹底し、公
開・活用を行った。
〇年間入場者数
・真田宝物館：19,513人
・象山記念館： 3,007人
・真　田　邸：22,608人
・旧文武学校：10,825人（10月1日以降）

２ 特別展示事業 ○真田宝物館特別展「松代焼－ふるさとに根付くやきもの－」
・期間：前期　７月21日～８月30日　後期　９月１日～10月11日
・記念講演会：講師　仲野泰裕氏（元愛知県陶磁美術館副館長）
・ワークショップ　ねんどで松代焼風のペン立てをつくろう！：定
員　親子10組
・ギャラリートーク：７月21日、24日、９月１日、４日
　　　　　　　　　　午前10時からと11時からの２回
・図録等の発行「松代焼」

〇特別展「松代藩文武学校」を実施
・期間：10月１日～12月21日
・記念講演会：「文武学校の建築と魅力」
・講師：箱崎和久氏(奈良文化財研究所)
・会場：サンホールまつしろ　参加者66人
〇ギャラリートーク(担当学芸員による展　示解説)４回実施　参加
者合計138人
〇図録：「松代藩文武学校」発行1,000部
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

３ 企画展 ○真田宝物館企画展「松代藩士－屋敷・由緒・仕事－」
（旧横田家住宅オープン関連企画）
・期間：４月７日～７月19日
・ギャラリートーク：４月７日、10日　いずれも10時、11時から２
回
〇真田宝物館「昔の松代をのぞいてみよう」
・期間：10月13日～令和４年１月17日
・ギャラリートーク：10月13日、16日　いずれも10時、11時から２
回
〇真田宝物館「松代藩士の刀剣」
・期間：１月19日～４月11日
・ギャラリートーク：１月19日、22日　いずれも10時、11時から２
回

〇「妖怪大集合－わざわい？こわい？見たい？」
・期間：７月１日～９月28日
〇「真田、江戸に住む」
・期間：12月23日～令和３年４月５日

４ 教育・普及事業 ○子ども博物館事業
・「真田宝物館チャレンジクイズ」展示資料のクイズに挑戦
・小中学校支援事業：学校のカリキュラムに合わせた展示解説、
ワークショップなど
〇初めての古文書：月1回
・国文学研究資料館との共同研究活動「地方創生によるアーカイブ
ズの保全・活用システム構築に関する研究」
〇博物館実習生の受入れ及び職場体験等の受入れ
〇文化施設の活用
・真田邸、旧文武学校などの各施設の活用事業
〇資料の特別貸出
・真田宝物館などの館蔵資料の他館への貸出
〇収蔵資料の特別利用
・収蔵資料の調査、研究、出版物への掲載、映画撮影など

〇子ども博物館事業
・真田宝物館チャレンジクイズ
・小中学校支援事業：６件
〇初めての古文書：登録人数31人　月１回実施
〇博物館実習生の受入れ：２人
〇職場体験などの受入れ：４人
〇文化施設の活用
・真田邸など：合計264件
〇資料の特別貸出：３件　24点
〇収蔵資料の特別利用
・資料調査や写真掲載、映画撮影など：年間120件

５ 収蔵資料の維持・
管理

〇資料修繕
〇刀剣手入れ
〇収蔵庫の燻蒸及び展示室等の環境調査
・収蔵庫や土蔵の燻蒸及び展示室などの環境調査、害虫駆除
〇館蔵資料の整理
〇収蔵品データベース化作業とシステムへの登録

〇資料修繕
・老松図屏風などの修繕
〇刀剣手入れ
〇収蔵庫の燻蒸及び展示室等の環境調査
〇館蔵資料の整理：旧横田家、山寺家ほか
〇収蔵品データベース登録：133件
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

６ ボランティア活動
推進

〇真田宝物館他の展示ガイド
〇真田邸３番土蔵での体験活動：土蔵で紋切り遊びなど昔の遊び等
体験活動
〇旧白井家表門でのガイド活動
〇子ども向けブックレット作成事業：『こども松代見てあるき』の
調査・編集
〇襖の下張文書の整理作業：真田邸などの襖の下張りを剥し・整
理・解読作業
〇真田宝物館であそぼ、雛かざりなど各種連携活動

○令和2年度案内人数：238人
〇令和2年度ボランティア活動：総人数2,385人
〇社会教育関係団体補助：759千円
　（1件）
※新型コロナ感染拡大にともなう活動の自粛で、案内人数、活動総
数とも前年の半分以下となった。

７ 調査・研究事業 〇特別展、企画展の資料調査
〇基幹調査：国文学研究資料館蔵の真田家文書の調査
〇地域連携調査：玉依比売命神社調査
〇博学連携調査
・「地方創生によるアーカイブズの保全・活用システム構築に関す
る研究」国文学研究資料館
〇長野市災害復興支援事業：民間所在資料レスキュー
〇真田連句を読む会への協力
〇職員研修：長野県博物館協議会、長野県史料保存活用連絡協議会
他

〇基幹調査：国文学研究資料館蔵の真田家文書の調査
〇地域連携調査：玉依比売命神社調査
〇博学連携調査：「地方創生によるアーカイブズの保全・活用シス
テム構築に関する研究」　国文学研究資料館
〇長野市災害復興支援事業：民間所在資料レスキュー
〇真田連句を読む会への協力
〇職員研修：長野県博物館協議会、川崎市民ミュージアム、古文書
修復ワークショップ

８ 定期刊行物 ○紀要・年報（「松代」）、六連銭（だより）、真田宝物館収蔵品
目録等の刊行

○紀要（「松代」34号）、六連銭（だより43、44号）、「真田家収
蔵資料目録（「刀剣編）」等の刊行

９ 無料開放日 ○毎週土曜日（子ども日ウェルカムデー）　５月５日(こどもの日）
○入館者全員無料　９月21日(敬老の日) 　 11月３日(文化の日）

○毎週土曜日（子ども日ウェルカムデー）、５月５日(こどもの日）
○入館者全員無料　９月21日(敬老の日)、 11月３日(文化の日）
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（　所属　博物館　）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

１ 常設展示事業 ○長野市立博物館本館：長野盆地の歴史と生活を主題に各分野資料を総
合的に展示
○戸隠地質化石博物館：大地の生い立ちをテーマに化石や自然科学資料
を展示
○鬼無里ふるさと資料館：鬼無里の自然と生活を主題に屋台と和算等の資
料を展示
○信州新町美術館：信州新町地域にゆかりの美術作品を展示
○信州新町化石博物館：信州新町地域の化石を中心に、復元模型や骨格
標本を展示
○有島生馬記念館：有島生馬の油彩画、書、印章、書籍類などの作品や
資料を展示

・主要事業である特別展・企画展は市民ニーズを考慮して内容の充実を図
り以下の展示を実施した。

２ 特別展示事業 ○特別展
「信州ゆかりの作仏聖―弾誓派から円空・木喰へ―」
　10月2日（土）～11月28日（日）
○企画展
「千曲川の魚とり」
　4月24日（土）～6月13日（日）
「川中島合戦の光彩」
　4月24日（土）～6月13日（日）
「長野の燃える水」
　7月17日（土）～8月22日（日）
「THE　EXPO善光寺2021～甲信越戦国物語～」
　9月4日（土）～9月26日（日）
「被災資料展（仮）」
　令和4年1月15日（土）～3月6日（日）

【長野市立博物館本館】
○特別展「生き仏が信濃にやってきた―念仏行者徳本を迎えた人々―」
○企画展
「サムライの威容2―上杉家の宝物を中心に―」
　

【戸隠地質化石博物館】
春の企画展
「戸隠の森のヒミツ1～奥社の杉並木～」
　3月20日（土）～5月30日（日）
○企画展
夏の企画展
「戸隠の森のヒミツ2～森にすむ生き物たち～」
　7月10日(土)～8月29日(日)
秋の企画展
「戸隠の森のヒミツ3～外来種や絶滅危惧種～」
　9月18日（土）～11月28日（日）

【戸隠地質化石博物館】
○企画展
　春の企画展「僕が見つけたゾウ化石―小学5年生の大発見―」
　夏の企画展「骨の動物園」
　秋の企画展「河原の石ころ」
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

【信州新町美術館】
○特別展
「現代パステル協会選抜展―パステル画の今―」　　　7月10日（土）～令和
4年1月16日（日）
「第37回信州書道秀作展」　　　8月5日（木）～9月5日（日）
「市立長野高校美術部の軌跡展パート2」　　　9月18日（土）～令和4年2月
6日（日）
○企画展
「水上民平展～蝶と花の心響」　　　1月23日（土）～5月16日（日）

【信州新町美術館】
○企画展
「郷土を愛した木版画家・宮田三郎展」
合併10周年記念「信州新町の横井さん展」
「生誕130年　水彩画家・赤城泰舒展〈1部、2部〉
「第36回信州書道秀作展」
「山岸恵子展　佇む人―あの日の情景」
「絵画でめぐる麗しき風景展」
「魲　万里絵展―「わたし」たらしめる、わたしの色。」

【信州新町化石博物館】
○企画展
「長野市周辺のクジラ化石」
　4月17日（土）～7月4日（日）
「化石と鉱物」
　7月17日（土）～11月7日（日）
「西澤コレクション」
　11月2日（土）～令和4年4月3日（日）

【信州新町化石博物館】
○企画展
「クジラの泳ぐ海～信州新町周辺のクジラ化石～」
「貝の世界」
「植物の化石」

３ プラネタリウム事業 〇通常投影
　４・５・６月の星座＋「インパクト」
　７・８月「信州星景色（夏）」
　９・10・11月の星座＋「星空の水平線」
　12・１・２・３月の星座＋「不思議なブラックホール」
○特別投影
　春休み期間の投影
○満天の星空タイム：学芸員による生解説

【令和２年度入館者数】
博物館本館　　　　　　　　　　　16,168人
プラネタリウム　　　　　　　　　　　2,014人
戸隠地質化石博物館　　　　  　7,460人
鬼無里ふるさと資料館　　　　　 1,661人
信州新町美術館・化石博物館　8,947人
ミュゼ蔵　　　　　　　　　　 　　　　 　74人
ちょっ蔵おいらい館　　　　　　　 3,367人
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

４ 教室・講座事業 【長野市立博物館本館】
 ○こども体験の広場：毎週土曜日、長期休み期間中に実施
   木工あそび、博物館でお抹茶デビュー、さきおりコースターを作ろう他
 ○総合講座「ほんものゼミナール」
   各分野の研究成果を実物資料を用いて解りやすく解説
 ○手仕事の時間：大人を対象とした体験講座　わらの鍋敷き、アクセサリー
作り他
【戸隠地質化石博物館・信州新町化石博物館】
 ○自然観察教室：親子を対象に野外観察に関する教室を開催
 ○わくわく博物館教室：博物館資料を活用した子ども向け教室
 ○植物観察会：市内各地で植物観察会を実施
 ○地層観察会
 ○教員向け地層観察講習会

・博物館本館は開館から40年目を迎えるが、この間の研究の進展を常設展
示に反映できない状況が続いており、展示のリニューアルが求められてい
る。

・合併により分館・付属施設が増加したが、施設の統廃合も視野に入れた
再編や活性化を地元と協議していく必要がある。

５ 博物館行事 博物館まつり

６ 博学連携事業 ○市内小中学校への移動展示・資料貸出しなど
○小学校の社会見学の受け入れ

７ 定期刊行物 ○紀要、年報、博物館だより、収蔵資料目録等の刊行

８ 資料整理・
　 調査研究事業

○収蔵資料のデータベース化作業と閲覧システムの整備
○特別展・企画展関係の資料調査

９ 実習等受入 ○博物館実習、インターンシップ就業体験、中学生職場体験等の受入

10 無料開放日 ○小中学生無料　　毎週土曜日（こどもウェルカムデー）　5月5日(こどもの
日）
○入館者全員無料　9月20日(敬老の日) 9月23日(秋分の日) 11月3日(文
化の日）
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（　所属　人権・男女共同参画課　）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

（人権教育啓発担当）

１ 社会人権教育事業
(1) 人権教育推進団
体・部署への支援

・各地区住民自治協議会の人権教育・啓発担当部署との連携・協働
を図り、地域における人権教育を支援する。
・長野市企業人権教育推進協議会を補助・育成し、企業における人
権教育の推進、指導者の養成を図る。
（5/21）総会及び記念講演会（オンライン開催）
（6/28）企業人権教育担当者研修会（会場参加とオンラインを併用
して開催）
（9/7～10）一日研修講座を予定（企業従業員を対象）
（R4/2/2）企業経営者研修会を予定

長野市企業人権教育推進協議会を補助・育成し、企業における人権
教育の推進、指導者の育成を図った。
(5/21)企業人権教育推進協議会総会
(6/29)人権教育担当者研修
(9/1～4)一日研修講座
(2/2)企業経営者研修会
　コロナの感染拡大があり、ズームによる研修にしたり、研修時間
の短縮などで対応した。

(2) 地区人権教育指
導員活動支援

・住民自治協議会の必須事務として指導員を各住民自治協議会に配
置いただき、指導員の地域内での活動に対し、助言や情報の提供等
の支援を行う。
(5/26)地区人権教育・啓発担当部署連絡会　第1回人権教育指導員研
修
(7/19)人権教育指導員1年目2年目対象者研修
(9/15)第2回人権教育指導員研修及び第1回社会人権教育研修会
(11/12)第3回人権教育指導員研修
(12/18)第4回人権教育指導員研修及び第2回社会人権教育研修会
(R4/1/19)第5回人権教育指導員研修及び第3回社会人権教育研修会

・住民自治協議会の必須事務として指導員を各地区住民自治協議会
に配置いただき、指導員の地域内の活動に対し、助言や情報の提供
等の支援を行った。
※人権教育指導員研修会を新型コロナの影響で年2回開催（11,1月）
（うち11,1月は社会人権教育研修会として隣保館長、市立公民館長
も出席）
・指導員の自己研鑽のための資料提供をし、人権に関するＤＶＤ等
の貸出しによる自主学習を依頼した。

(3) 人権同和教育集
会所管理

　11ヵ所の人権同和教育集会所で、人権同和問題学習講座を開催。
集会所の管理運営は地域の役員等で構成されている運営委員会へ委
託している。

※上記以外、５か所の人権同和教育集会所については休館中

　12ヵ所の人権同和教育集会所で、人権同和問題学習講座を開催。
集会所の管理運営は地域の役員等で構成されている運営委員会へ委
託している。

※上記以外、４か所の人権同和教育集会所については休館中
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

２ 人権啓発事業

(1) 啓発指導事業 ・啓発ポスター・標語の募集と周知（ポスター製作・配布）
・市報・テレビ・ラジオ・トイーゴビジョン・バス車内広告等による啓発
・「人権ながの」「みんなのねがい」等啓発資料の作成・配布
・啓発ビデオ・ＤＶＤの購入及び貸出し
・各種研修会へ指導主事を派遣し実践指導・助言
・機関紙「人権教育啓発だより第24、25号」の発行予定

・啓発ポスター・標語の募集と周知（ポスター製作・配布）
・市報・テレビ・ラジオ・トイーゴビジョン・バス車内広告等による啓発
・「人権ながの」「みんなのねがい」等啓発資料の作成・配布
・啓発ビデオ・ＤＶＤの購入及び貸出し
・各種研修会へ指導主事を派遣し実践指導・助言（企業2回、地区6回）
・機関紙「人権教育啓発だより第23号」の発行

(2) 研修会・地区研修
会の開催

・32地区住民自治協議会の人権教育・啓発担当部署が主体となって地区
毎に研修会、地区市民集会を開催する。（必須事務）

※なお、新型コロナウイルス感染防止により、開催については各地区の判
断に委ねている。

・地区研修会、市民集会の開催
　　開催回数　　123回
　　参加者数　2,951人

※新型コロナウイルス感染防止により地区研修会や市民集会を中止する地
区が多かった。

(3) 市民集会の開催 第44回人権を尊重し合う市民のつどい（予定）

期日：令和3年12月18日（土）
場所：長野市勤労者女性会館しなのき
演題：「男らしさ、女らしさより　自分らしさが社会を変える　～LGBT・男性・
女性とは～」
講師：ブルボンヌさん

 ・令和２年度実績
期日：令和2年12月12日（土）
場所：長野市勤労者女性会館しなのき
演題：「偏見や差別はなぜ起こる？心理メカニズムの解明と現象の分析～
コロナ禍と人権～」
講師：北村英哉さん
参加数：102名
※長野市人権啓発ポスター・標語コンクール表彰式も実施

27



（　所属　文化芸術課　）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

１ 芸術文化振興基金
   活用事業

芸術文化振興基金を活用し、文化芸術事業の振興を図る。

・主催事業
○長野市風景画展
　令和４年１月８日(土)～18日(火)

・共催事業
○長野市文化芸術祭　５月22日(土)、23日(日)　入場者数1,557人
○北信美術展　コロナのため中止
　（予定　６月24日(木)～29日(火)）
○長野市民演劇祭
　　中学公演　９月４日(土)、５日(日)
　　高校の部　２月５日(土)、６日(日)
　　一般の部　３月５日(土)、６日(日)

・助成事業
○芸術文化振興基金助成事業
　令和３年度 内定17団体、2,682千円

○長野市風景画展
　出品者　231人　入場者数　2,121人

○長野市文化芸術祭　コロナのため中止

○北信美術展　コロナのため中止

○長野市民演劇祭
　中学校ワークショップ
                   参加７校　93人
　高校・一般の部　入場者数　533人

○芸術文化振興基金助成事業
　９団体　1,353千円

２ 文化施設管理運営 長野市芸術館
東部文化ホール
松代文化ホール

長野市芸術館　利用者計61,994人
東部文化ホール　　〃   2,857人
松代文化ホール　　〃   8,840人
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（　所属　スポーツ課　）

事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

１ 生涯スポーツの
　振興

（1）健康寿命の延伸に寄与する生涯スポーツの推進
　ア スポーツ教室の開催

　 　・NAGANO健康スポーツ教室・ママピラティス教室ほか　63教室
　　　（参加予定人員）1,270名

　イ スポーツイベントの開催
　　 ・第48回NAGANOスポーツフェスティバル

　　 ・第３回信州松代ロゲイニング

　ウ スポーツに関する情報提供
　　 ・市ホームページのスポーツコーナーの充実

　エ　スポーツ施設等の活用
　　 ・スポーツ施設の無料開放

(1）生涯スポーツの推進
ア スポーツ教室の開催
　総合型地域スポーツクラブと連携し、健康の保持増進と体力の向
上を図るため各種スポーツ教室を開催した。
  ・NAGANO健康スポーツ教室
    （27会場、44コース）参加者943名
  ・その他教室（主催13教室、共催6教室）参加者325名
イ スポーツイベントの開催
　市民にスポーツ・レクリェーションに親しむ機会を提供した。
  ・第47回NAGANOスポーツフェスティバル）
  ・飯綱高原健康ウォーキングフェスティバル（中止）
  ・信州松代ロゲイニング　参加者254名。

ウ スポーツに関する情報提供
　市のホームページ｢DO!SPORTSながの｣において、市内で活動するス
ポーツクラブ等の紹介や募集案内のほか、スポーツ指導者の案内等
を掲載した。
エ スポーツ施設等の無料開放
　スポーツ施設等の一部を無料開放し、市民にスポーツに親しむ機
会を提供することで、スポーツ活動等の啓発を実施した。
  ・元日（１月１日）
  ・市民スポーツの日（毎月第３日曜日）
  ・長野オリンピック記念平和とスポーツの日（２月２日）
  ・体育の日（10月14日）
  ・エムウェーブ無料開放
　  （スケート滑走期間中の１日）
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事　業　名 令和３年度 主要事業実施概要 令和２年度の実施状況（成果・課題）等

（2）地域における自主的なスポーツ活動の促進
　ア スポーツ推進委員の資質向上
 　　・スポーツ推進委員に対する研修会
　　 ・スポーツ推進委員主催のイベントの開催

　イ 総合型地域スポーツクラブとの積極的な連携や協働
　　　・スポーツ教室の共催
　　　・長野市総合型地域スポーツクラブ連絡会の開催

（2）地域における自主的なスポーツ活動の促進
ア　市スポーツ推進委員協議会主催の研修会を計画(中止)
イ　総合型地域スポーツクラブと次のとおり連携事業を実施した。
  ・長野市総合型地域スポーツクラブ連絡会（中止）
  ・NAGANO健康スポーツ教室（全41教室のうち38教室）
  ・第45回NAGANOスポーツフェスティバルの企画・運営（中止）
  ・ポールを使ったウォーキング体験会 ２回
  ・健康体幹トレーニング教室（８回）

（3）障害者のスポーツ参加の機会拡大
　　・関係機関との連携
　　・障害者スポーツの普及、振興

（3）障害者のスポーツ参加の機会拡大
  ・第51回長野市障害者スポーツ大会を計画（中止）
  ・第47回NAGANOスポーツフェスティバルにおいて障害者スポーツ
体験会等を実施
  ・第４回NAGANOパラ★スポーツデーを実施
  ・ニュースポーツ等の体験会、講習会の開催
  ・第16回長野車いすマラソン大会を支援（大会は中止）
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